
 鉄道唱歌とは、1900（明治33）年に国文学者大和田建樹（おおわだたけき）が作詞し、大阪・三木書店の経営者三木佐助が『地理
教育鉄道唱歌第一集』として発行したものがその始まりである。歌詞の中に沿線地域の地理や歴史さらに民話・伝説・名産品などの紹介
が盛り込まれ、子供から大人まで大いに人気を博し、その後、鉄道路線の延伸・拡張に伴い各地の路線の鉄道唱歌がつくられた。本研究
の『烏寶線鉄道唱歌』もこのようにして制作された鉄道唱歌の一つである。市内の知人から入手した5枚のコピーに手書きで記された唱
歌の解読・復元を行い、その実態把握として現地調査・文献調査および市文化財関係者や古老等へのヒアリングを実施した。特に、現地
調査は、足利工業大学と栃木県立烏山高等学校との共同研究として実施し、JR烏山線全線を踏破した。唱歌に詠まれた59の固有名詞を
基に33の地域資源を抽出しその内容を5分類したところ、『自然および自然的景観』13件39.4％、『歴史および歴史的景観』12件
36.4％等、この2つの地域資源の合計が全体の約76％であった。調査成果を踏まえ、不明部分の特定を進めた結果、全20番までの歌
詞を特定することができた。 
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